会員各位
						（一社）石川県建築士事務所協会
						　　会　　　　長	　小林　正澄
						　　技術委員長	　宮坂　智信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　印　省　略　）
[bookmark: _Hlk216345139]『伝統木造修理設計WG』のメンバー募集について
（　伝統木造　：　社寺、古民家、町家　等　）
　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、令和６年能登半島地震により被災した伝統木造建築物において、未だに多数の建物が修理に向けた調査・設計に取り掛かれていない状況です。伝統木造建築物固有の構造特性・納まり・材料・経年変化など、在来木造とは異なる特性が存在するため、損傷評価・修理設計・補強計画において広い専門知識と判断体系が求められることが大きな課題となっており、課題解決に向け、伝統木造建築物の修理設計に興味のある方を募集します。（〆切は１２月２６日（金））
  分野を超えた議論に興味のある方
  実務・研究・行政対応それぞれの情報を取得したい方
  伝統木造建築の継承と災害復旧体制構築に興味のある方
【組織・体制（案）】
主査　　:　宮坂　智信
発起人	：　北浦　和弥		【専門：意匠設計】
（順不同）	：　中西　良成		【専門：伝統木造修復】
：　松川　秀幸		【専門：伝統木造修復】
：　吉見　聡		【専門：意匠設計】
：　竹田　法男(晄耀成)	【専門：構造設計】
[bookmark: _Hlk216344275]【背景・目的】
[bookmark: _Hlk216344749]本ワーキンググループでは、伝統木造建築物の修理に関するさまざまな知見を広く収集・共有しながら、　被災評価　－　修理設計　－　施工監理　までを体系化することを目標とし、単に耐震性確保だけでなく　・安全性　・居住性　・歴史性　・意匠性　・技術継承　・維持管理のバランスを確保する修理設計手法の確立を目指します。
また、地域特有の補助金、耐震診断・補強設計に関する市町補助金制度等　行政対応に関する情報の共有も重要なポイントであると考えられます。
本WGの最終目標は、能登で被災した建築物の修理のみならず、今後発生が想定されている地震で被災した建築物の修理の一助となる、『技術者が気軽に手に取り活用しやすいマニュアル作成』　とし、取り組みたいと考えております。

―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―
[image: QR コード

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
参加お申し込みはＱＲコードより専用ホームでお願いいたします。
また、アンケートにもお答え頂ければと存じます。
（アンケートは12/26までにお願いします）
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